
第５学年 理科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）13:40～14:25

授業者：菅原 崇志

場 所：理科室 対象児童：５年３組

１ 単元名 「物のとけ方」

２ 単元の目標 食塩が水に溶ける現象に興味や疑問を持ち，そこから考えられる疑問を整理し，計画的に追究する中で，食塩が一定量の水に溶ける

量には限度があること，食塩が溶けても全体の重さは変わらないこと，水の温度によって食塩の溶ける量はほとんど変わらないことを

捉えることができるようにする。

３ 本時の指導

本時のねらい ・水に溶ける食塩の量が水の量に関係するという考えを持ち，自らの考えとその根拠を表現することができる。

目指す児童の姿（表現） ・水に溶ける食塩の量が水の量に関係するということを既習事項や生活経験を基に，根拠を明らかにしてノートに書いたり，友だちの

意見と関連づけて述べたりすることができる。

次のように，溶け残りを溶かすための方法や

友だちの意見と関連づけた意見を述べている。

１０１の授業技術 学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

１ 前の時間の溶け残りを確認する。（２分）

２ 溶け残りを溶かすための方法について，ノ

ートに書いたり，説明したり，前の児童の

意見と関連づけたりして，発表をする。

（１０分）

３ 学習問題を確認する。 （２分）

４ 予想を立てる。 （４分）

５ 実験をし，結果を記録する。 （１５分）

６ 実験の結果を確認する。 （５分）

７ 結果についてノートに書く。 （１分）

８ 結果から言えることをノートに書き，

発表する。 （５分）

９ 本時の学習のまとめを書く。 （１分）

【TCCCの学習活動で思考を深めるための指導】

・既習事項や生活経験を基に予想したことを発

表させ，互いの考えや考えの根拠について検

討させながら集団の考えを深めさせていく。

【課題整理においてのＩＣＴ活用】

・実験結果をＰＣに入力させ，グラフ化するこ

とで，水の量と水に溶ける食塩の量の関係性

を捉えやすくする。その際，黒板の表にも実

験結果を記入させ，データとグラフのそれぞ

れの役割を効果的に活用する。

ビーカーではなく，なべのような大きな入れ物に入

れてかきまぜるともっと溶けると思います。

○○さんに付け足しで，家で紅茶を飲むときに，お

湯を足したら沈んでいた砂糖が溶けたので，食塩も

水を足せばもっと溶けると思います。

水の量を増やしていけば，水に溶ける

食塩の量は増えるのだろうか。

○○さんの考えに似ていて,私は前の時間に 50ｍＬ

の水に 14ℊの食塩が溶けたので,今度はその２倍の

水を入れたら食塩がもっと溶けると思います。

私は○○さんとは違う考えで，水を温めたら，もっ

と食塩は溶けそうだと思います。

○○さんとは違って,かきまぜる速さを速くしても，

食塩は溶け残ると思います。なぜなら，前の時間に

いくらかきまぜても食塩が溶け残ったからです。


